
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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５
月
19
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

（木）

5月20日（金）＝オピニオン面

5月17日（火）＝夕刊特集ワイド

岸田政権の成長戦略
の柱の一つ「科学技術
立国の実現」に向けて、
大学の研究を支援する
「大学ファンド」。政
府は10兆円という規模
を強調し、「異次元の
支援策」とアピールし
ますが、研究力回復の

起爆剤となるのでしょ
うか。
ファンド創設を推進

した政府の総合科学技
術・イノベーション会
議議員と、支援の仕組
みを問題視する識者に、
効果や予想される弊害
について聞きました。

永田町の言葉遊び

大学ファンドの是非

「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
を
見
据
え
、
家
計

管
理
な
ど
を
学
ぶ
「
金

融
教
育
」
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
こ
の

４
月
に
は
改
正
民
法
の

施
行
で
成
人
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
親
の
同
意
な

し
に
18
歳
、
19
歳
も
さ

ま
ざ
ま
な
契
約
を
結
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

３
年
生
で
成
人
年
齢

に
達
す
る
高
校
の
教
育

で
は
４
月
か
ら
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
反
映

さ
れ
、
消
費
者
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
教
育

の
充
実
も
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
金
融
教
育
の
現

状
と
課
題
を
探
り
ま
す
。

元名護市長の闘い 沖縄復帰50年
5月15日（日）＝１、３面

沖縄が米国統治下から日本に復帰
して15日で50年を迎えます。米軍基
地の集中は変わらず、名護市辺野古
では、米軍普天間飛行場（宜野湾
市）を移設するための工事が進めら
れています。
名護市長だった稲嶺進さん（76）

＝写真＝は、今も建設に対する抗議
活動を続けています。辺野古移設反

対を掲げて市長に当選した稲嶺さん
に対して、国は厳しい対応を取りま
した。それでも「次の世代に負の遺
産を残してはいけない」といった決
意を貫き通しました。市民に戻った
後も変わらず「不条理」への怒りが
抗議活動の原動力になっています。
稲嶺さんの半生と、苦難の沖縄の

歴史に迫ります。

自民党は、相手国のミ
サイル発射拠点などを破
壊する「敵基地攻撃能
力」を「反撃能力」に改
称するよう政府に提言し
ました。この言い換えを、
無批判に受け入れていい
のでしょうか。
国語学者の金田一秀穂

さん＝写真＝は「政治家
は自分たちが導きたい方
向に合わせて、言葉を使
い分ける」と指摘します。
また、政治アナリストの
伊藤惇夫さんと時事漫画
で知られるやくみつるさ
んも、問題意識を持つべ
きだと話しています。

大学ファンド政策について議論
する政府の総合科学技術・イノ
ベーション会議の有識者議員ら
＝1月20日撮影

４
月
に
科
学
環
境
部
か
ら
異

動
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
関
わ
る

に
つ
れ
、
記
事
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
伝
え
方
が
あ
る
の

だ
な
あ
と
改
め
て
気
づ
く
日
々
。

毎
日
新
聞
に
は
ま
だ
ま
だ
い
ろ

い
ろ
な
「
顔
」
が
あ
る
の
で
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
届
く
よ
う

に
、
張
り
切
っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
20
日
午
後
７

時
か
ら
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
と
共

催
で
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
わ

た
し
た
ち
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
担
当
記
者

が
取
材
の
裏
側

を
お
話
し
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

(

齋
藤
有
香)

論
プ
ラ
ス

注
目
さ
れ
る
「金
融
教
育
」


